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　今年は，第二次世界大戦＊1 が終
わって71年目である。現代史＊2 を
高校できちんと教わっていたわけで
はないが，大戦前後の欧州の状況は，
本や映画である程度のイメージを
持っている。
　なかでも，爆撃で廃墟同然と化し
たウィーン＊3 を舞台とした『第三の
男』は，実は，本よりも映画のイメー
ジが強い。趣味のギター＊4 仲間とア
ンサンブル＊5 を組んだとき，主題曲
みたいなものを何にするかが問題と
なったとき，反対なく決定したのが，
アントン・カラス＊6 のチター＊7 の演
奏で有名になった『第三の男』であっ
た。
　ペニシリン＊8 の水増し薬液を闇市
で売りつけて，小児をはじめとする
多くの人々の命をうばった悪党「ハ
リー・ライム」といえば，あのオー
ソン・ウェルズ＊9 の容貌が浮かんで
くるし，彼の友人のアメリカ人「ホ
リー・マーティンズ」は，ジョセフ・
コットン＊10 の顔しか浮かばない。
本よりも映画の印象が強すぎる作品
である。
　『第三の男』の本の作者グレアム・
グリーン＊11 も，はじめから映画を
意識してウィーンの現場を歩き，作
品を書き上げ，キャロル・リード＊12

監督と十二分に討論しつくしての映
画化だったようである。作者自身
も，映画は小説の完成品だと表現し

ている〔注：小説は映画公開（第３
回カンヌ映画祭，1949年９月）後，
1950年に刊行された〕。

　英，米，仏，ソの４ヵ国によって
分割統治されていた混乱期のウィー
ンで，『ペニシリンという特効薬が，
水増しされて売られたこと，そして
被害がおこったこと』は事実である
らしい。この非人道的な行為を背景
とした戦後のウィーンの闇市＊13，当
時の医療状況をキーワードとしたこ
の映画は，不滅の第一級サスペン
ス＊14 といえる物語である。
　物語は，ロンドン警視庁＊15 から
ウィーンに派遣されてきていた

「キャロウェイ大佐」の語りによっ
て展開していく。
　映画ではホリー・マーティンズと
呼ばれている男は，小説ではロロ・
マーティンズという名前の35歳の
英国人である。友人のハリー・ライ
ムから仕事があるといわれてウィー
ンまでやってきたが，ハリーが事故
死したとの情報を得て，あわてて
ウィーンの中央墓地＊16 の葬儀にか
けつけるところからこの物語ははじ
まる。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　登場人物をまず簡単に紹介してお
きたい。
［ソ連地区の住民］

・ハリー・ライム：悪党，この物語

の主人公。
・クルツ：ハリーの友人。カサノバ

というカフェでバイオリンを弾い
て生活をしのいでいる。

・クーラー大佐：ハリーの友人。
・ヴィンクラー博士：ハリーの主治

医。
・ハービン：闇商人。ハリーの身代

わりにひき殺される。ハリーと闇
市で悪事を働きながら，これを密
告したらしい。

・コッホ：ハリーの事故の目撃者。
［イギリス地区の住民］

・キャロウェイ大佐：ロンドン警視
庁より派遣されザッハー・ホテ
ル＊17 に滞在中。

・アンナ・シュミット：ハリーの愛
人でハンガリー人。女優。偽のパ
スポートをハリーに作ってもらい
イギリス地区居住。

・ロロ・マーティンズ：英国の作家。
ハリーを頼ってきたが，軍票＊18 を
持たないため，イギリス地区に滞
在中。キャロウェイ大佐にいろい
ろと命令もされるが，物語の進行
とともに，ハリー逮捕に協力する
こととなる。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　『第三の男』という題名は，悪党
ハリー・ライムの事故死のときに死
体を運んでいた男は二人ではなく三
人だったと，ハリーのアパートの住
人コッホから聞き，『第三の男と

は？　それは誰だったのか？』とい
う疑問をいだいたマーティンズが調
査しはじめるという物語そのものを
表現している題名である。

１

　第二次大戦後のオーストリアは
英・米・仏・ソの４ヵ国の占領管理
下に置かれ，ソ連占領地区のなかの
陸の孤島ウィーンは，ドイツのベル
リンと同様，環状道路に取り囲まれ
たインナーシュタット（内部都市）
で，４ヵ国の共同管理下にあった。
　『……二月には，廃墟が雪と氷の
氷河になってしまったのだった。ド
ナウ河＊19 は灰色の，どんよりした
濁流で，ソ連領の第二地区を貫通し
て遥か遠く流れていた。この地区で
は，プラーター＊20 は破壊され，荒
涼として，雑草の生えるにまかされ
ている。ただ観覧車だけが，メリー
ゴーラウンド＊21 の土台の上を，う
ち棄てられた石臼のようにゆっくり
廻転している』。

２

　「マーティンズ」はウィーンに２
月７日に到着した。「ハリー」は国
際難民協会に所属しており，マー
ティンズに国際難民の世話を目的と
しての招待状を送っていたので，
マーティンズは４ヵ国占領地域であ
るオーストリアに入国できたのであ

る。マーティンズは，バック・デク
スターという名前でペーパーバック
の西部物を書いている作家でもあ
る。ハリーのくれるはずだった軍票
をあてにして，無一文でのウィーン
入りであった。

３

　マーティンズはハリーのアパート
に行き，そこで住人からハリーが事
故死して今日は中央墓地で埋葬され
るはずだと教えられる。４ヵ国に区
画された広大な中央墓地で，ハリー
の埋葬に間に合ったのは，まことに
幸運であった。
　そこで，マーティンズは，英国の
ロンドン警視庁からきていた「キャ
ロウェイ大佐」と出会い，飲み物を
ねだり，ハリーの話をきいて，ハリー
が闇市の最悪の闇商人だと聞かされ
た。しかしマーティンズは，ハリー
が１歳年上でいろんな計画を実行す
ることにかけてはいつも先んじてい
たとハリーの思い出を語り，実際に
医師として働いたことはなかった
が，ハリーが医師の資格も持ってい
たことを話した。キャロウェイから
ハリーの悪業を話されているうち
に，悲しみにくれていたマーティン
ズにはキャロウェイへの怒りがわい
てきて暴力を働こうとするが押しと
どめられた。結局は１日２ポンドの
軍票とホテルの宿泊を支えてもらう
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作家のロロ・マーティンズは，友人
のハリー・ライムに招かれて，第二
次大戦終結直後のウィーンにやって
きた。だが，彼が到着したその日に，
ハリーの葬儀が行なわれていた。交
通事故で死亡したというのだ。ハ
リーは悪辣な闇商人……。納得のい
かないマーティンズは，独自に調査
を開始するが……。
（文庫本カバー裏表紙より引用）

文＝長井苑子・注記＝泉　孝英

　  グレアム・グリーン「第三の男」
小津次郎訳。グレアム・グリーン全集第11巻
（1979年９月早川書房刊）所収の「第三の男」
が文庫本化され，グレアム・グリーン・セレ
クションとして，2001年早川書房刊行。

Se r i a l i z a t i o n96

SAMPLE
Copyright(c) Medical Review Co.,Ltd.


